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ウィリアム・カールトンにおける
　　　　　　フィン・マクール
田　代　幸　造
　フィン・マクール（Fionn　mac　Cumhail1）はフィアソナ（Fianna）一職業
戦士集団　　の長であり，予見者（seer）であり，詩人でもあり，土木技術者
でもあった。その上「国土の防衛者」（Defender　of　the　country）でもあった。
それらいずれの部門においても超一流の英雄であった。このように多方面にわ
たる才能の持ち主であるが故に人気があり，愛されてきたのか，あるいは人気
があり，愛されてきたが故にこのように多方面にわたる才能が付与されたので
あるかは，一概に決め難い問題であり，そのいずれもが正しい，というほかは
あるまい。また彼は実在の人物であったのか否か，あるいはモデルとなった英
雄が実在したのか否か，という問題もまた恐らくは解答不可能な問題であるだ
ろう。ただ言えることはフィンに関する物語群の歴史的背景は，紀元174年か
ら283年の問の事件を連想させるものが多いということである（1）。またその起
源に関して言えば，上記のことにもかかわらず，「この詩群の物語から垣間見
られる文明は，アルスターの人々のものとは全く異るものである。これらの物
語は，原始林のたゴなかでの流浪の狩猟生活を描いている」②ということを考
慮に入れると，遠くケルト族がヨーロッパ大陸を流浪していた頃に，この物語
群およびフィソ・マクールという英雄の原型が既に存在していて人口に胸妥し
ていたのではなかろうか，と想像し得るのみである。したがって拙論において
はこの物語の起源や，その中に描かれている事件の歴史的背景については，必
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要欠くべからざる場合に限っての最少限に留めておくことにする。
　まず口承伝説として伝えられてきたフィン・マクール像を，主としてエリス
の『アイルラソド神話事典』（3）に拠って簡単に述べることにする。
　彼の父親はクマル（Cumal）といx，バスクナ族（Clan　Bascna）の長であ
り，ハイ・キング（High　King）護衛の職業戦士集団（Fianna）の長であった。
彼はムルナ（Muma，　or　Muirna）と恋に落ち，そのため彼女の父親モルナ族
のゴル（Goll　of　Clan　Morna）に殺された為にムルナはアレソの丘（Hill　of
Allen）の森林の中でクマルの子を生み，それを二人の婦人の手に託したのだ
った。これがフィン・マクール　　Fionn　mac　Cumhaillとはクマルの息子，
フィンという意味　　である。彼は幼名をデムナ（Demna　or　Demne）と言
い，幼くしてフィンガス（Finegas）というドルイド（druid）の下で魔術の修
行をすべく預けられた。フィンガスは長年「知識の鮭」（Salmon　of
Knowledge），フィンタン（Fintan）を捕獲すべく待機していたのだったが，
ようやくそれを捕えたのでデムナにそれの料理を命じた。ところが料理の際に
デムナは親指に火傷を負ったために思わずその傷をなめてしまい，その結果フ
ィソガスに代って彼はその鮭がもたらす知恵を得てしまった。それ以後彼は師
の命名であるフィソ・マクールを名乗るようになる。
　フィンは直ちにタラ（Tara）に向かい，その頃タラの戦士たちを悩ませて
いた怪獣を父親が遺してくれた魔法の槍フィアフラ（Fiachra）の援けで退治
して，時のハイ・キング，コルマック・マッカールト（Cormac　mac　Art）に
よってフィアンナの長に任じられた。時に僅か8才であった。それ以後彼は
狩猟に，戦闘に，魔術にすぐれた才腕を発揮し，数多くの女性と恋愛した。あ
の武勇稀なる英雄オシーソ（Oisfn）も彼と女神サーヴ（Sadb）との間に生ま
れた息子だった。また彼女の父の許しをも得て結婚することになっていたコル
マック・マッカールトの娘グラーニァ（Grainne）が，彼の率いるフィアンナ
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の一員であるディアルムド（Diarmuid）と駈け落ちした時の彼の追跡の物語，
「ディアルムドとグラーニァの追跡」（The　Pursuit　of　Diarmuid　and　Grainne）
は，恋愛物語の古典ともなり，「トリスタンとイソルト」（Tristan　and　Iseult）
の恋物語に深い影響を与えたものである。
　また「ヴェソトリーの戦闘」（Battle　of　Ventry＜Cath　Fionntr6gha）の物語
は，侵入老ドイル・ドソ（Daire　Donn）を撃破した物語であり，フィンの「国
土の防衛者」としての面目躍如たるものがあり，フィン・マクール物語群の中
でも白眉のものである。
　フィンの死については様々の伝説があるが，そのうちの一つは典型的なケル
ト的モチーフにいうどられている。すなわち，フィソは死んだのではなく，あ
る洞穴で深い眠りにおちいっているのであって，アイルラソドが彼の援助を必
要として彼を呼び起すのを待っているのである・というものである・これはま
さしく英国のアーサー王物語のアーサーの死についての部分に符号するもので
ある。
　いずれにせよフィソ・マクールには人間的な親しみを覚えさせるようなとこ
ろがあり，彼の変らざる人気の一面はその辺に由来するものではなかろうか。
J．マッキロップはクラウゼの説を引用して次のように述べている④。
　「喜劇的なフィソは……8世紀に逆のぼろうと，あるいは17世紀のr伯爵の
逃亡』以後の（個有の）文化を失ったアイルランド農民たちの出現にまで逆の
ぼるものであろうと，1830年代のウィリアム・カールトソの著作から英文学
の中に根づいて，現代のフラソ・オブライエン（Flann　O’Brien）の『スウィ
ム・トゥー・バード亭にて』（At　Swim－Two・Birds）や，ジェイムズ・ジョイ
ス（James　Joyce）の『フィネガソズ・ウェーク』（Finnegan’s　Wake）に至
っているのである」と。
J．マッキロップの言うウィリアム・カールトンの『喜劇的なフィン・マッ
クール』とは，‘‘Tales　and　Sketches　illustrating　the　Character　of　the　lrish　Peasan一
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勿”（1845年刊）の中に収められている「ノックマニィの伝説」（ALegend　of
Knockmany）を指していることは明らかである。次にその概要を述べよう。
　この物語ではフィソ・マクールはもち論彼以外の人物もすべて巨人として
描かれている。彼は仲間の巨人と共にジァイアンッ・コーズウェイ（Giant’s
Causeway）からスコットランド迄の陸橋を作る工事に従事している時に急に
妻のオオナフ（Oonagh）が恋しくなり，矢も盾もたまらず，縦の木を根こそ
ぎにしてその枝や根を削ぎ落として杖を作り，妻のもとへ帰って来る。
　その頃ククーリソ（Cucullin）という巨人が北の方からフィンと是非とも雌
雄を決したいものと，彼を探し求めて来つ｝・．あった。ククーリソは雷石
（thunderbolt）を一握りでパンケーキのように平べったくする程の力を持ち，
それを誇示するために，常にパンケーキのようになった雷石を持ち歩いている
巨人である。
　妻のもとに帰ったフィンはその落ち着きのない態度から妻に心の内を看破ら
れて，ククーリンに対する恐怖を打ち明けざるを得ない破目になる。そして右
手の親指を噛むと発揮する透視力によって，ククーリソはすでにダンガノン
（Dangannon）まで来ており，明日の午後2時頃には自分たちの住居があるノ
ックマニィに到着するだろうと告白せざるを得なかった。彼の恐怖に戦く様
は，妻から見ても軽蔑の念を隠しきれない程であった。しかし妻はそんな夫を
はげまし，ククーリンのことは自分に任せるようにと慰める。カールトソの言
を借りれば「このことがフィンの心を大いに静めた。何故なら彼は妻が妖精た
ちとぐるであり，実際本当のことを言えば彼女自身が妖精であると思われてい
たことを知っていたからである」し，その上，「彼女はそれまでに何度となく
窮地から彼を救ってくれたことを知っていたからである。」⑤
　妻は早速ノックマニィと対峙するカラモア丘の頂上に居を構えてい’る妹グラ
ーニュア（Granua）に助力を求めるが，その時に無心されたバターはオオナフ
が呪文を唱えるのを忘れた為にグラーニュアの所まで届かず，中間の谷間に落
ちてしまう。そこで已む無く彼女は独りでククーリソとの対応策を練り，準備
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にとりかxる。まず初めに異った色の9本の羊毛を引き抜き，それらを3本
ずつ撚って3本の撚り糸を作り，一本は自分の右腕に，別の1本は心臓部に，
残りの1本は右足のくるぶしに置いて大願成就のまじないをする。これをす
ませると彼女は近隣を巡り歩いて21コの鉄製のフライパンを借り集めて，そ
れらを練ったパソ粉で包み，21のパソを作る。さらに搾りたての牛乳で凝乳
と乳漿を作り，その上，夫フィソには赤ん坊の服を着せて揺りかごの中に寝か
せて，自分が指示する通りにするように言ってククーリソが来るのを待つ。
　待つうちに到着したククーリソに対してオオナフは先ず，風向きに従って自
分たちの住居の向きを変えてくれるよう依頼したり，また飲料水用の井戸を掘
ったりすることを依頼して，こんなことは夫フィンがいつも朝食前にやるほん
の片手間仕事に過ぎないことを力説して，それとなくフィンの力強さを強調し
たのだった。ククーリソが負けじとこれらの仕事を済ませるとようやく彼を屋
内に招じ入れて，準備しておいたフライパソ入りのパソを勧める。その間にも
彼女は夫フィソの強さを吹聴することを忘れない。二つの力仕事で空腹を覚え
たククーリンは，彼女の勧めにしたがって例のパンを一詔りすると「カチッ」
という音と共に彼の歯が2本欠け落ちる。大切な歯が，一というのは，フ
ィソが右手の親指を噛むと知恵が湧き，透視力が得られるのと同じように，ク
クーリンは右手の中指を噛むことによって力が湧き，敵に打ち勝つ知恵が湧き
出てくるからである一欠け落ちたので仰天し，落胆している様子を見て，オ
オナフはこxぞとばかりもう1ヶのパソを喰べるように熱心に勧める。それ
に負けてククーリソがさらにもう1ヶのパソを超ると，またしても2本の歯
が欠け落ちてしまう。オオナフは心の内では自分の策略の成功を喜んだもの
の，それは押しかくして不思議そうな顔を作りながら，そのパンは夫フィンが
常食にしているものであり，パンには何も仕掛けなどないのだということを証
明するために，傍の揺りかごの中の赤ん坊，実はフィンに何も入っていないパ
ンを与える。赤ん坊が平気な顔をして喰べるのを見て，ククーリンは「赤ん坊
ですら……，ましてこの児の父親は……」と考えて恐怖のために震え出してし
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まった。彼が震えているのを見た赤児は，石を水が滴り落ちる程握りしめるこ
とが出来るかどうか試してみてはどうだろうかと，ククーリンに力くらべの挑
戦をする。すでにほとんど戦意を失ったククーリソは，雷石をパソケーキのよ
うに平べったくすることは出来ても，普通の石から水を絞り出すことは出来な
かった。そこでオオナフはその同じ石を赤ん坊に手渡して「お前やってごらん」
と言うと，赤ん坊は素早くその石をオオナフが準備しておいた凝乳ととり換え
て，それを握りしめたのだった。言うまでもなくいとも簡単に赤ん坊の手のひ
らから水が滴り落ちる。これを見てククーリンは完全に戦意を失い，赤ん坊の
父親であるフィン（と，ククーリンは思い込んでいる）に遇わなかった身の幸
せに思いをめぐらせながら立ち去ろうとするが，その前にあの固いパンを何の
苦もなく鶴ることが出来る赤ん坊の歯に触ってみたいと思い，その旨を母親に
なりすましているオオナフに伝えると快諾を得たので，彼は彼女の指示通りに
赤ん坊，実はフィンの口中深く指を入れる。その機を失せず，赤ん坊になりす
ましたフィンは妻のかねての指示通りにその指をカー杯噛みしめて，噛み切っ
てしまう。このようにしてククーリンは知的・肉体的な力の源泉である指を失
って，ほうほうの態で逃げ出してしまう。カールトソは「かくしてフィソは妻
オオナフの知恵と奇才のお陰で，夫フィンならば力によっては決して成し得な
かったであったろうに，その策略によって夫の敵に勝つことができたのだっ
た。そのことは，女性はわれわれ男性を様々な苦境におとし入れることがあろ
うとも，時にはその苦境と同じくらいひどい苦境から男性を救ってくれること
もあり得るのだということの証明である」と結んでいる。
　ところで，自伝によればウィリアム・カールトソの父は村一番の話し手であ
り，数多くの民話や昔話を記憶しており，その評判は近隣の村々にまで鳴り響
いており，夜になると彼の話を聞くためにわざわざ数マイルも遠しとせずに歩
いて来る人さえあったという。ちなみに彼の誕生の地はティロン（Tyron）州
のクロハー（Clogher）教区にあるプリリスク（Prillisk）という一寒村であっ
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た。母親は伝来の民謡の稀に見る歌い手であって，やはりその名声は近隣に鳴
り響いていたという。当時のアイルランドの農民にとっての唯一の娯楽は恐ら
く一日の重労働の後での，暖炉を囲んでの古老の話，そして伝来の民謡などを
聞くことであり，それによって身も心も安まったことであろう。このような環
境の中で生まれ，育ったウィリアムは当然父親からフィソ・マクールの伝説の
様々な物語を聞いていただろうことは容易に推測され得ることであり，その中
には，「ノックマニィの伝説」として後年彼が発表した挿話　　その荒筋は前
述した　　も当然含まれていたことであろう。彼はこの作品の冒頭で「アイル
ランドの男や女，あるいは子供のうちでかの有名なハイバニアのヘラクレスと
言われる，偉大にして赫々たるフィン・マクールの話を聞いたことがない人間
がいるだろうか。クレア岬からジャイアント・コーズウェイに至るまで，また
翻ってジャイアソト・コーズウェイからクレア岬に至るまで，そんな人間は一
人もいないだろう」⑦と，言っているように，フィソ・マクールはアイルラン
ド人にとっては親しみのある人気者であるのだから。
　では彼は何故カリカチュアされる程人気があり，親しまれているのだろう
か。その原因は恐らく彼の伝説が語り伝えられて来た人々の社会的な層に依る
ものではなかろうかと思われる。ジェラード・マーフィ　（Gerard　Murphy）
によれば，フィソが現在語られ，書かれているような明確な性格を持つように
なったのは，アイルラソド古代の吟遊詩人（bard）の間に於てであったろう
と推測している。古代アイルランドでは詩人を一般にヴェイテーズ（Vates）
と称していた。この言葉自体が社会における一階級を示すものであるが，ヴェ
イテーズは更に法律顧問官とでも言うべきブレポソ（brehon）とフィーリィ
（filidh　or　filf）とに二分されていた。フィーリィは詩人であると同時に予言の
能力を有する者であった。さらにその下にバード（bard）という階級があっ
た。バードはヨーロッパ大陸におけるジョングラー（jongleur　or　joglar）に相
当するものであって単に自作の詩や伝来の物語詩を吟じて歩いた階級であっ
て，予言の能力を備えてはいなかったという。したがってフィーリィになるた
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めには十数年間の修業を積み，少なくとも350の伝来詩を暗唱できなければな
らなかったという。フィーリィが族長やそれに準ずる階級の人々を対象として
作詩し，あるいは吟じたのに対し，バードは専ら一般大衆（そのほとんどは農
民であった）を相手にしていた階級であった。そしてフィニアン・サイクル
（Fenian　Cycle）が扱われたのはバードに属する階級の吟遊詩人たちによって
であり，クフーリンを中心人物とするアルスター・サイクル（Ulster　Cycle）は
フィーリィによって高位の階級の人たちを聴き手として吟じられていたとい
う。その上フィーリィは8世紀末のノースメン（Norsemen）の来襲以降，そ
の力を失ってしまったが，バード階級は17世紀に至るまで健全な活動を続け
ていた。そしてこのバードの流れを汲むものが最近まで存在した語り部
（seanchaf）だったと言える（8）。以上のような事情が，フィン・マクールが民
衆に親しまれ，愛されている原因の一つではないだろうか。
　カールトンの“『ノックマニィの伝説』”における最大のカリカチュアは何と
言っても巨人のフィンが，赤児に罎少化され，しかもその赤児がトリックスタ
ーの役わりを演じさせられていることであろう。われわれ読者の側から観れ
ば，トリックスターのペテンに乗せられる者の間抜けさが笑いぐさになるが，
同時にトリックスター自身もまた笑いの対象にほかならない。特に原型との対
比が著しければ著しいほどその効果は大きい。縦の木を根こそぎにしてその枝
と根を削ぎ落として杖にする程の巨人が赤児にまで罎少化されてしまっている
のである。ここでカールトソがフィンを先ず巨人として表現したのは，彼の力
強さ，勇敢さを強調しようとしてのことであることは明らかである。それに対
して赤児は全くの無力・無能な者の象微であり，その二者の差は著しく，従っ
てカリカチュアとしての効果は充分である。その上，同じく巨人化されたクク
ーリンが体力のたくましさと対照的に，カールトソの言う「女性の明敏と沈着」
（woman’s　sagacity　and　presence　of　mind）（9）にまんまと騙される知能の低さと
がコソトラストをなしていて，われわれ読者の笑いを誘っている。
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　では彼の言う「女性の明敏と沈着」とはいかなるものなのか。彼はこの作品
の中でフィンの妻オオナフの行動を通してそれをわれわれに示している。それ
は「いさxかも臆することのない，女性の才覚」（10）であり，しかも非暴力的で
あり，包括的であることを特長とする。オオナフはその具現者として登場す
る。
　彼女はアイルランドの口承伝説ではフィンヴァール（Fionnbharr）の妻で
あり，しかもこの夫婦は妖精の国の王と女王である（11）。伝えられるところで
はフィンの妻はサーヴ（Sadb）であり，彼女との間にできた男児が無敵の英
雄オシーン（Oisfn）であり，さらにその子がオスカル（Oscar）である。神話
時代の神々の常として，神々あるいは英雄（英雄は神の堕落した姿であると考
えられていた）は色好みであり，フィンもその例外ではなかった。オオナフも
彼が愛した女性のうちの一人であったのかも知れない。もしそうであるならば
数多くいる愛人たちの中からカールトンは何故オオナフを登場させたのであろ
うか。それは彼女が妖精であったからである。フィソがククーリンの来襲を知
って恐怖におのXいた時に，彼女の「私にまかせなさい」という一言で彼は大
いに安堵したのだった。それは「オオナフは妖精とごく親しい仲であることを
知っており，実際，本当のところを言うと，彼女は妖精にほかならないことを
知っていたからである。」（12）つまりオオナフは妖精なるが故に巨人の肉体的な
強さに対して少しも怖気ずくことのない機知を持った女性であったからだ。超
人的な剛に対して超人的な機知というわけである。しかし彼女の妹として登場
するグラーニュアは妖精とは縁のない人物である。われわれ読者がグラーニュ
アという音から連想する人物は，時のハイ・キング（High　King）コルマック・
マカールト（Corma　mac　Art）の娘で，フィンの妻となる筈であったグラー
ニァ（Grainne）であろう。グラーニァとい言えばわれわれ読者の連想は「デ
ィアルマッドとグラーニァの追跡」へと向くのが当然であるdそれは連鎖的に
フィン・マクールの老いさらばえて嫉妬に狂った姿を連想させて，anti－Hero
としてのフィン・マクールが強調され，カリカチュアの効果を高めている。さ
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らにオオナフが彼女に無心されたバターの入った樽を対峙するカラモアの頂き
に居る彼女に投げた時に，呪文を唱えるのを忘れた為に彼女の所までとどかず
に途中の谷間に落ちてしまったことは，グラーニュアとの関係の断絶を意味し
ている。このことはその後グラーニュアが一度も登場することもなく，この物
語から姿を消してしまっていることからも明らかなことであろう。オオナフは
そこで独力でククーリンを迎えなければならなくなったのである。彼女が頼る
ことが出来るのは，自分が妖精であるということ以外にはなかった。そこで
9本の羊毛による呪いが行われることになる。この呪いは恐らく妖精の国に伝
えられて来た，妖精たち独特の呪いとしてカールトンは登場させたに違いない。
3という数は原始時代から人間にとっては神秘的な神聖な数だった。従って3
の倍数もまたそうであったに違いない。二分することが出来ない数は原始人に
とっては何か無気味なものとして敬遠されたからではなかろうか。それは人間
には扱い難い数として超自然的な存在に擬せられたと考えられる。ちなみに
『アイルランド農民の特徴と物語』（Traits　and　Stories　of　the　Irish　Peasantry）
の中の「三つの労役」（The　Three　Tasks）において，奇妙な黒衣の人間と彼
の伴侶であるパイプをくわえた黒い犬が，ジャック（Jack）につきつけた条
件は「1年と1日にわたる労役」（13）であった。1年と1日といえば366日であ
り，3の倍数である。この数によってカールトンは黒衣の男と黒い犬に無気味
な神秘性をただよわせようとしたと理解される。またオオナフが準備したフラ
イパン入りのパンの数も21という3の倍数であったことも，彼女の妖精とし
ての神秘的な能力を読む者に感じさせるものであり，最大限21ヶのパンでク
クーリンを撃退することが出来るという確信を示すものである，ということが
出来るだろう。以上のことを考慮すると，9本の羊毛を3本ずつ撚って3本の
撚り糸にして行なった呪いは，ククーリンとの戦いの終了，つまり彼女の完勝
を願う呪いであると言うことができる。翻ってククーリンの場合を見ると，オ
オナフの最初の願い（実は挑戦であるが）を受けて，それにとりかかる前に彼
は彼の力の源泉である右手の中指をポキンと音がするまで3回引っ張った，
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とあるが，これもオオナフの挑戦を見事に退けて完勝するための，彼の呪いで
あったと見徹すことが出来る。
　カールトンがこの物語を発表したのは，1845年刊の『アイルランド農民の
性格，慣習，伝説，遊戯および娯楽を例証する物語とスケッチ集』（Tales　and
Sleetches　illustrating　the　Character，　Usages，　Traditions，　SPorts　and　Pastimes（of　the
Irish　Peαzsanby）の中においてであったが，およそ20年おくれて1866年にバト
リック・ケネディ（Patrick　Kennedy）が『アイリッシュ・ケルトの伝説小説
集』（Legenciai　y　Fictions　of　the　lrish　Celts）を出して，その中で「ファン・マク
ールとスコットランドの巨人」（Fann　mac　Cuil　and　the　Scotch　Giant）という
題名で，まったく同じ題材を扱った短編を発表した。この短編においては，ス
コットランドの巨人がパンを鶴ったのは一度だけであり，その時欠け落ちた歯
は3本であった。これを見たファンの妻はパソを彼に与えることをやめて，椎
の木の板の上に薄く肉片をのせてビーフスティークのように見せかけたもの
を，パンの次に与えたのだった。つまりパンによる攻撃は3本の歯の欠落によ
って完了したことをこれは意味しているのである。カールトンの場合における
二度にわたって二本ずつの歯が欠け落ちたことと考え合わせると，3という数
の持つ意味が明瞭になってくる。
　さらにここでわれわれの注意を惹くのは，フィソが妻のもとに帰る時に用い
た杖が椎の木であり，ファソの妻がスコットランドの巨人に与えたビーフステ
ィークの芯もまた縦の木であった点である。このことは縦の木が，古代のアイ
ルランド人にとって神聖な木であり，生命の木であり，民族の魂であることを
意味しているものと推測できる。だからこそ窮境におちいったフィソが杖とし
てすがり，ファンの妻がビーフステークの芯として頼りにすることができたの
である。
　この物語の主要なテーマはフィソの支配圏の中へのククーリソの侵入に対す
る防御と撃退である。ではククーリンとは何者であろう。
　ククーリンという音からわれわれはすぐにクフーリン（Ctichullainn）を連
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想することは容易である。クフーリンはデヒティール（Dechtfre）が婚礼の夜
に妖精によって他界（Otherworld）に連れ去られて，そこで光の神（太陽神
と見倣される）ルーフ（Lugh）によって身篭った子である。幼時セタンタ
（S6tanta）と称していた頃，時の王コンポヴァル・マック・ネッサ（Conchob－
har　mac　Nessa）の武器製作の鍛冶師クーラン（Culann）の番犬を一撃で仕と
めたためにクーランの怒りを買い，自分が殺した番犬の代役を勤める破目にな
ったのでクフーリン（＝＝　CU　Chulainn＝ahound　of　Culann）と呼ばれるように
なったと伝えられている。長じてコナハト（Connacht）のメーヴ（Medb）の
軍がアルスター（Ulster）に攻め入ろうとした時，メーヴがアルスター全軍を
魔術によって眠り込ませてしまったが，独りクフーリンだけがその魔術から逃
れて，アルスター全軍が眠りから覚めるまでの三日三晩の間，彼独りでコナハ
ト軍の侵入を防いだ，と言われている。この点において彼はフィン・マクール
同様，種族王国の防御者であり，フィソ・マクールと好一対をなす英雄であ
る。以上の点から観ると，Fionn　mac　Cumhailを英語流にFin　M℃oulと書き
改められたと同じ流儀でCucullinはCtichullainnが英語化されたものである
と見て差し支えないであろう。ただ問題となる点は，フィン・マクールとクフ
ーリンは別個の英雄物語詩群（Cycle）に属しており，先に観たようにクフーリ
ンのサイクルは詩人階級の中でも最も高貴な集団であるフィーリィーに属する
階級に伝承された物語であるのに対して，フィンのそれは主として民衆のため
に作詩し吟じて歩いたバードに属するものである，という点である。しかしこ
の作品のテーマと考え合わせると，カールトンが敢てクフーリソを連想させる
人物を選んだ理由が明らかになる。彼は明らかに侵入者のイメージを担わされ
ているのである。彼はダンガノンを経てノックマニィに近づいて来るのであ
る。ノックマニィは作者カールトンの故郷であるプリリスクから僅か数マイル
のところに位置していることを考慮に入れると，彼は東北からの侵入者であっ
た。その上カールトンは敢て「彼がスコッチであろうとアイリッシュであろう
と，暴れん坊であることにはいささかも疑う余地はないのだ」（14）と言って，彼
　　　　　　　　　　　　　　　一100一
の出生地を曖昧にし，無謀な腕力のみを強調している。つまりカールトンにと
っては，東北の方からの無謀な侵入者ということのみが重要なのである。この
事がクフーリンの強さを連想させながらも，なおクフーリンではないククーリ
ンを彼に設定させた理由であったのだ。ちなみに，バトリック・ケネディはこ
の巨人をスコットランドから来たファール・ルア（Far　Rua）としている。こ
の音から連想されるのはファールア（Faruach）である。彼は，エリスに拠れ
ば（15），造船技術にすぐれていたアイルランドの英雄だった。つまりこの場合
の侵入者はカールトンも言っているように「アイリッシュであろうとスコッチ
であろうと」問題ではないのであって，その方角のみが重要なのであること
の，これは傍証となるであろう。そしてバトリック・ケネディが造船技術にす
ぐれた英雄を設定したことは，北欧人を暗示するためであろうと思われる。史
実では，北欧人（Norsemen）の侵入は8世紀末に始まり，9世紀中頃には彼
らによってダブリソが建設されたのだった。「彼らは，ほとんど，西ノルウェ
ーのフィヨルドからシェットランドに西航し，ついでオークニィに南下，スコ
ットランドの大西洋岸に沿ってアイルランドにやってきた。」（16）しかも「北欧
人は大工としての腕前を既に伸ばしてきており，短期間であたったがデザイン
と造船上のすぐれた業績を残した。」（17）という記述を読めば侵入者が北欧人で
あることを暗示していることは明瞭である。そしてジェームズ・マッキロップ
はフィソが「国土の防衛者」として赫々たる戦果を挙げた物語の例としてカッ
パ・フィントラーハ（Catha　Fionntragha），つまり「ヴェントリーの戦い」
（The　Battle　of　Ventry）をあげている。もっともその時の侵入者は，ローマ皇
帝か，シャールマーニュ大帝か，あるいはノールウェイ王かのいずれかではあ
るが，としている（18）けれども。
　以上の事を勘案すると，ククーリンはアイルランドに侵攻して来た外敵を意
味するものであり，彼がフィンとは異なるサイクルに属することがこのことを
象徴するのに恰好の人物であった，ということがわかる。
　しかし，この物語が書かれたのは1840年代頭初のことであり，北欧人の侵
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入は単なる歴史的事実としての昔語りに過ぎない時代であった。当時のアイラ
ンドの社会情勢はしかしながら，決して平穏無事というわけではなかった。
1798年のユナイテッド・アイリッシュメン（United　Irishlnen）の蜂起があ
り，フランスからの援軍を乗せて来た艦隊はスウィリー湾（Lough　Swilly）で
優勢なイギリス艦隊のために手ひどい敗北を喫し，アイルラソドに上陸するこ
とさえ出来なかった。この史実が，カールトンの物語の中での，バターを投げ
そこねて孤立無援となったオオナフの姿に投影されたのである。
　いずれにせよ，この結果いわゆる併合法がイギリス議会を通過し，1801年
には実施されたのであった。当然のことながら「リピール運動」が起り，それ
はダニエル・オコソネル（Daniel　O℃onnel1）の指導で比較的平穏のうちに，
しかし根強くなされた時代であった。とはいえ，エメット（Emmet）の乱を
はじめ，「十分の一税闘争」等々，小規模な暴動があとを絶たなかった時代で
ある。
　ウィリアム・カールトンはこのような時代に生き，暴動の悲惨さを嫌という
程見て来ており，その空しさを身をもって体験したのだった。暴力は復讐を生
み，復讐はさらに激しい暴力を招くだけであることを身をもって知らされたの
である。このような彼にとって，オコンネルの非暴力的な運動に惹かれていっ
たことは当然の成り行きであったろう。彼にとって民族自立への道はしたがっ
た，非暴力的，むしろ反暴力的な母性的包容力のある知性に拠るより他はなか
ったのである。「女の介入は，ケルトや他の伝説のなかにも類似のものがあり，
明らかに，融和の手段として……」（19）役立つことを彼は知っていたのだ。その
ことをオオナフに具現し，民衆に慕われ，愛されてきたフィソをトリックスタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グサーに変容し，威厳に充ちた英雄クフーリソを笑い種にした意図はここにあった
のである。
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